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1. 2023年12月期第3四半期の連結業績（2023年1月1日～2023年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第3四半期 3,146 4.8 112 106.3 125 148.6 86 △89.0

2022年12月期第3四半期 3,003 6.9 54 ― 50 △77.0 784 323.5

（注）包括利益 2023年12月期第3四半期　　136百万円 （75.1％） 2022年12月期第3四半期　　546百万円 （46.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年12月期第3四半期 94.56 ―

2022年12月期第3四半期 850.72 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年12月期第3四半期 6,608 4,834 73.2

2022年12月期 6,680 4,819 72.1

（参考）自己資本 2023年12月期第3四半期 4,834百万円 2022年12月期 4,819百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 ― 30.00 ― 50.00 80.00

2023年12月期 ― 30.00 ―

2023年12月期（予想） 30.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）2022年12月期期末配当金の内訳　普通配当　30円00銭　特別配当　20円00銭

3. 2023年12月期の連結業績予想（2023年 1月 1日～2023年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,246 6.0 148 114.6 164 254.0 114 △84.2 126.39

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期3Q 922,128 株 2022年12月期 922,128 株

② 期末自己株式数 2023年12月期3Q 20,170 株 2022年12月期 170 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期3Q 908,578 株 2022年12月期3Q 921,995 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達

成を約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想

のご利用にあたっての注意事項については、[添付資料]3ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績様相などの将来予測情報に関する説明」を

ご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気は緩やかに回復しています。個人消費・設備投資は持ち直

しており、輸出も持ち直しの動きがみられます。生産も持ち直しの兆しが見られます。企業収益は総じてみれば改

善しており、企業の業況判断は持ち直しています。先行きについては、雇用・取得環境が改善する下で、各種政策の

効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待されます。ただし、世界的な金融引き締めに伴う影響や中国経済の先

行き懸念など、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっています。また、物価上昇、金融資本市

場の変動等の影響に十分注意する必要があります。

このようななか、当社グループの売上については、半導体向けの研磨材の売上が伸長したことにより、売上高は

3,145,749千円(前年同期比4.8%増)となりました。

また利益面においては、前第３四半期連結累計期間に淄博理研泰山涂附磨具有限公司の持分譲渡益により増加した

法人事業税の外形標準課税額が当第３四半期連結累計期間に減少したこと、年金資産の時価評価増により退職給付

費用が減少したこと、イオンリテールからの賃貸収入が店舗開店により収益増になったことから、営業利益112,237

千円(前年同期比106.3%増)となり、経常利益については前第３四半期連結累計期間において計上した持分法による投

資損失がなくなったことから、当第３四半期連結累計期間は125,419千円(前年同期比148.6%増)となり、親会社株主

に帰属する四半期純利益については前第３四半期連結累計期間に淄博理研泰山涂附磨具有限公司の持分譲渡益の計上

や為替換算調整勘定の取崩益計上から一巡したことにより85,918千円(前年同期比89.0%減)となりました。

　セグメントの概況は、以下のとおりであります。

（研磨布紙等製造販売事業）

当社グループの中核事業である研磨布紙等製造販売事業の当第３四半期連結累計期間の業況は、特に木工用の研磨

布紙が得意先の在庫調整により減少、精密加工用フィルム製品の受注も減少しましたが、半導体向けの研磨材の売上

が伸長したことから売上高は2,630,264千円(前年同期比2.5%増)となりました。セグメント利益は年金資産の時価評

価増により退職給付費用が減少しましたが、前年度からの円安による輸入仕入単価及び国内仕入単価の上昇により売

上原価率の増加により粗利が減少したことから、営業利益は107,652千円(前年同期比26.1%減)となりました。

（ＯＡ器材部材等製造販売事業）

事務機器に組み込まれる紙送り用各種ローラー部品の受注生産をしているOA器材部材等製造販売事業の当第３四半

期連結累計期間の業況は、得意先の一部部材の調達難による生産調整が一段落し、売上高が回復したことにより

390,965千円(前年同期比18.0%増)となり、営業利益は売上増加による粗利増、製造の習熟度が改善したことにより原

価率の低減等から、88,945千円(前年同期比81.0%増)となりました。

（不動産賃貸事業）

イオンリテール株式会社に賃貸しております土地の賃貸収入の売上は、店舗の開店による増収で124,520千円(前年

同期比19.8%増)となり、営業利益は同様に増益で101,277千円(前年同期比22.4%増)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ71,573千円減少し、6,608,006千円になりまし

た。これは主に、棚卸資産が65,965千円増加、有形固定資産の建設仮勘定(主として建物や機械装置)が203,546千円

増加、時価評価等の増加により投資有価証券が69,114千円増加しましたが、長期性預金から現金及び預金へ振替によ

り長期性預金が300,000千円減少、仕入債務の支払い、有形固定資産取得による支払い及び法人税等の支払いにより

現金及び預金が111,195千円減少したことによるものであります。

　負債は前連結会計年度末に比べ86,569千円減少し、1,773,950千円になりました。これは主に、設備関係支払手形

および設備電子記録債務が36,879千円増加、賞与の支給見込額の当第３四半期連結会計期間の負担額を賞与引当金と

して38,800千円計上、繰延税金負債が42,883千円増加しましたが、法人税等の支払いにより未払法人税等が212,581

千円減少したことによるものであります。

　純資産は前連結会計年度末に比べ14,995千円増加し、4,834,056千円になりました。これは主に、自己株式取得に

より自己株式勘定が47,895千円減少しましたが、利益剰余金が12,761千円増加、投資有価証券の時価評価の増加によ

りその他有価証券評価差額金が41,084千円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年12月期連結業績予想につきましては、2023年５月11日に公表致しました予想と変更はございません。今

後も情報収集に努め、業績への重大な影響が見込まれる場合には、速やかにお知らせいたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,371,832 1,260,637

受取手形及び売掛金 667,323 603,178

電子記録債権 218,806 228,350

商品及び製品 524,393 496,183

仕掛品 446,083 509,670

原材料及び貯蔵品 131,286 161,874

その他 24,221 23,059

貸倒引当金 △3,400 △3,250

流動資産合計 3,380,544 3,279,703

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,041,612 2,114,694

減価償却累計額 △1,323,553 △1,359,783

建物及び構築物（純額） 718,060 754,910

機械装置及び運搬具 1,584,551 1,643,867

減価償却累計額 △1,334,235 △1,387,330

機械装置及び運搬具（純額） 250,317 256,537

土地 328,763 328,763

建設仮勘定 97,592 301,138

その他 486,406 530,981

減価償却累計額 △381,701 △415,847

その他（純額） 104,705 115,134

有形固定資産合計 1,499,437 1,756,481

無形固定資産 41,115 47,013

投資その他の資産

長期性預金 1,300,000 1,000,000

投資有価証券 433,610 502,724

その他 24,873 22,085

投資その他の資産合計 1,758,483 1,524,809

固定資産合計 3,299,035 3,328,303

資産合計 6,679,579 6,608,006

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 399,367 403,353

電子記録債務 378,700 372,703

設備関係支払手形 14,035 30,096

設備電子記録債務 85,942 106,760

短期借入金 200,000 200,000

１年内返済予定の長期借入金 44,000 6,000

リース債務 19,164 22,540

未払法人税等 219,464 6,883

賞与引当金 － 38,800

資産除去債務 15,500 －

その他 214,271 230,784

流動負債合計 1,590,443 1,417,919

固定負債

長期借入金 － 44,000

リース債務 63,844 74,162

繰延税金負債 75,445 118,328

退職給付に係る負債 56,395 40,999

長期預り金 60,752 60,752

資産除去債務 10,000 10,000

その他 3,640 7,790

固定負債合計 270,076 356,030

負債合計 1,860,519 1,773,950

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 89,675 89,675

利益剰余金 4,035,729 4,048,490

自己株式 △354 △48,249

株主資本合計 4,625,049 4,589,916

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 186,021 227,105

繰延ヘッジ損益 △2,670 1,935

為替換算調整勘定 10,660 15,100

その他の包括利益累計額合計 194,011 244,140

純資産合計 4,819,061 4,834,056

負債純資産合計 6,679,579 6,608,006
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年９月30日)

売上高 3,002,722 3,145,749

売上原価 2,382,051 2,526,443

売上総利益 620,671 619,306

販売費及び一般管理費 566,277 507,069

営業利益 54,394 112,237

営業外収益

受取配当金 11,397 11,373

為替差益 34,533 3,278

その他 2,064 3,586

営業外収益合計 47,994 18,237

営業外費用

支払利息 3,760 3,165

持分法による投資損失 38,515 －

その他 9,657 1,890

営業外費用合計 51,932 5,055

経常利益 50,456 125,419

特別利益

為替換算調整勘定取崩益 277,718 －

関係会社出資金譲渡益 649,163 －

特別利益合計 926,881 －

特別損失

固定資産除却損 1,401 －

工場再編費用 10,634 10,039

資産除去費用 12,138 －

子会社整理損 2,597 －

特別損失合計 26,769 10,039

税金等調整前四半期純利益 950,568 115,380

法人税、住民税及び事業税 430,800 6,629

法人税等調整額 △264,591 22,833

法人税等合計 166,209 29,462

四半期純利益 784,359 85,918

親会社株主に帰属する四半期純利益 784,359 85,918

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年９月30日)

四半期純利益 784,359 85,918

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 33,059 41,084

繰延ヘッジ損益 2,110 4,605

為替換算調整勘定 △8,891 4,441

持分法適用会社に対する持分相当額 △264,741 －

その他の包括利益合計 △238,463 50,129

四半期包括利益 545,896 136,047

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 545,896 136,047

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　（自己株式の取得）

　当社は、2023年２月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式13,200株の取得を行いました。この結果、当第 

１四半期連結累計期間において自己株式が31,566千円増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が 

48,249千円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　①簡便な会計処理

  (ｉ)棚卸資産の評価方法

　  当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

  を基盤として合理的な方法により算定する方法によっております。

  (ⅱ)繰延税金資産及び繰延税負債の算定方法

　  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

  状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

  ンニングを利用する方法によっております。

　②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

  　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

研磨布紙等
製造販売事業

OA器材部材等
製造販売事業

不動産
賃貸事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 2,567,319 331,447 － 2,898,767 － 2,898,767

その他の収益 － － 103,955 103,955 － 103,955

外部顧客への売上高 2,567,319 331,447 103,955 3,002,722 － 3,002,722

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 2,567,319 331,447 103,955 3,002,722 － 3,002,722

セグメント利益 145,637 49,146 82,749 277,532 △223,138 54,394

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

研磨布紙等
製造販売事業

OA器材部材等
製造販売事業

不動産
賃貸事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 2,630,264 390,965 － 3,021,229 － 3,021,229

その他の収益 124,520 124,520 － 124,520

外部顧客への売上高 2,630,264 390,965 124,520 3,145,749 － 3,145,749

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 2,630,264 390,965 124,520 3,145,749 － 3,145,749

セグメント利益 107,652 88,945 101,277 297,875 △185,638 112,237

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　2022年１月１日　至　2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(注) １．セグメント利益の調整額△223,138千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　　 全社費用は、主に連結財務諸表提出会社本社の管理部門に係る費用であります。

　　 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　2023年１月１日　至　2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(注) １．セグメント利益の調整額△185,638千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　　 全社費用は、主に連結財務諸表提出会社本社の管理部門に係る費用であります。

　　 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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